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■ ニュース＆トピックス

当第2四半期決算サマリー

At a Glance

※1 為替一定 ： 2020年の外貨金額を、2019年同期の為替レートで円換算　　※�2 事業利益とは、売上収益から売上原価並びに販売費及び一般管理費を控除した恒常的な事業の業績を測る利益指標

売上収益

2019年度

20,890億円

9,838億円

2020年度

20,070億円
（予想）

8,742億円

8,742億円 11.1%減

事業利益※2

2019年度

2,129億円

895億円

2020年度

1,470億円
（予想）

526億円

526億円 41.3%減

営業利益

2019年度

2,014億円

884億円

2020年度

1,240億円
（予想）

453億円

453億円

親会社の所有者に帰属する当期利益

2019年度

1,422億円

615億円

2020年度

800億円
（予想）

301億円

301億円（9.5%減）※1➡ （40.4%減）※1➡

決算に関する詳細情報は当社ホームページでご確認いただけます。 アサヒグループHD 検 索

1月 ●ＣＤＰ※1が実施する気候変動の調査において最高評価となる
「気候変動Ａリスト」企業に認定 

 ● IARD※2（責任ある飲酒国際同盟）が共同声明を発表～アサ
ヒグループでは共同声明に基づき、未成年者飲酒防止につ
いての活動を推進～ 

	2月 ●ＣＤＰ※1が実施する気候変動の調査において最高評価となる
「水資源管理Ａリスト」企業に認定

 ● ESG投資の代表的指数「FTSE4Good Index Series」と
GPIF採用のESG指数「FTSE Blossom Japan Index」の
構成銘柄に選定

	3月 ● 令和元年度「健康経営銘柄2020」に選定
当社は平成26年度、平成27年度に続き3回目の選定

 ● 最新トレンドを反映し優れたパッケージデザインを生成する
「AIクリエーターシステム」を共同開発 P7 ご参照

 ● 女性活躍推進企業として「なでしこ銘柄」に選定
 ●「ビール醸造工程における酵母スラリー※3撹拌システムの

開発」が「令和元年度 化学工学会技術賞」を受賞
 ●「森のタンブラー」が世界的デザイン賞「iFデザインアワード

2020」※4を受賞 P7 ご参照

	4月 ● バイオテクノロジーで持続可能な社会の実現を目指して 
アサヒバイオサイクル株式会社　新体制で事業開始

※1 CDP：機関投資家を代表し、環境影響を管理するための情報開示システムを運営する国際的な非営利団体　※2 IARD：責任ある飲酒を促進する国際同盟　※3 スラリーとは、液体
中に固体の粒子が混在しており、多くは粘性の強い状態のものを指します。酵母スラリーには、ビールと多くの酵母が含まれており、粘性の高い状態になっています。 ※4  「iFデザインア
ワード」は、ドイツ・ハノーバーに本拠地をおくインターナショナルフォーラムデザインが主催するデザイン賞で、優れたデザインの証として世界で最も認知されているデザインアワードです。

⃝	新型コロナウイルス影響の継続やCUB連結を踏まえ、年
間は4％の減収、31％の減益予想

⃝	“ニュー・ノーマル”での回復力、柔軟性、強靭性、サステナビ
リティを重視した経営の実践

⃝	新型コロナウイルス感染拡大の影響により、上半期は
11％の減収、41％の減益

⃝	豪州ビール事業取得によるグローカルな成長基盤の拡大

当第2
四半期の

総括
今後の方針

 ●アサヒバイオサイクル株式会社が開発した「ビール酵母細
胞壁由来の農業資材（肥料）」が、第47回「環境大臣賞」を
受賞

	5月 ● 自宅で体験できる「アサヒスーパードライVR工場見学」を特
設WEBサイトで無料公開

	6月 ●『アサヒスーパードライ』イタリア・ローマ工場での現地生産
開始 P8 ご参照

 ● 持続可能な水資源利用100％（ウォーターニュートラル）を実
現する一環として、社有林「アサヒの森」を管理する「アサヒ
の森環境保全事務所」の森林管理面積を拡大 P8 ご参照

 ● 豪州ビール・サイダー事業（CUB事業）の取得手続き完了

アサヒグループホールディングス

48.8%減 50.9%減
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売上収益は、RTD※の売上は前年実績を上回りましたが、新型コロ
ナウイルスの感染拡大の影響により、飲食店におけるビールの売
上が大幅に減少したことなどにより、減収となりました。
※「Ready to Drink」の略。購入後、そのまま飲用可能な缶チューハイなどを指します。

事業利益は、製造原価の低減や収益構造改革などに取り組みまし
たが、売上収益の減少により、減益となりました。

売上収益は、炭酸飲料の販売数量が前年実績を上回りましたが、
新型コロナウイルスの感染拡大に伴う自動販売機の売上低下な
どから他の主力ブランドが減少したことにより、減収となりました。

事業利益は、内製化の促進などによる製造原価の低減を図りまし
たが、減収影響や自動販売機の売上低下に伴う構成差異の悪化
などにより、減益となりました。

売上収益は、栄養サポート食品やフリーズドライみそ汁等の売上
が前年実績を上回りましたが、新型コロナウイルスの感染拡大に
伴いオフィス需要が低下した『ミンティア』の売上が減少したこと
などにより、減収となりました。

事業利益は、固定費全般の効率化に取り組みましたが、売上収益
が減少したことなどにより、減益となりました。

売上収益は、プレミアム化の推進や新たな成長ドライバーの育成
に取り組みましたが、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う各国
の規制による市場縮小の影響などにより、減収となりました。

事業利益は、固定費全般の効率化などを図りましたが、減収影響
などにより、減益となりました。

※ 為替一定 ： 2020年の外貨金額を、2019年同期の為替レートで円換算

酒
類
事
業

国
際
事
業

飲
料
事
業

食
品
事
業

598億円
売上収益

4.1%減

（前年同期比 -26億円）
54億円
事業利益

8.9%減

（前年同期比 -5億円）

3,450億円
売上収益

16.0%減

（前年同期比 -658億円）
327億円
事業利益

23.4%減

（前年同期比 -99億円）

1,665億円
売上収益

8.4%減

99億円
事業利益

41.5%減

（前年同期比 -70億円）（前年同期比 -151億円）

3,036億円
売上収益

8.3%減
（前年同期比 -276億円）

260億円
事業利益

43.6%減
（前年同期比 -194億円）

（3.5％減）※➡ （38.8％減）※➡
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ニュー・ノーマルを見据えて、
回復力・柔軟性・強靭性・
サステナビリティを重視した
経営改革を実行していきます。

トップメッセージ

新型コロナウイルス（COVID-19）の感染が世界
中に拡大し、未だ終息の見通しは立っていません。
罹患された方とそのご家族に対して心よりお見舞い
申し上げるとともに、昼夜を問わず最前線で対応さ
れている医療従事者など、関係者の皆様に深く敬
意を表し感謝申し上げます。

当社は、CEOを本部長とする「新型コロナウイ
ルス緊急事態対策本部」を設置し、社員の安全、
サプライチェーン、業績影響などの情報を集約し、
迅速に意思決定を行い、対策を講じています。 
緊急事態にあたり、当社はグループ一丸となってこ
の困難を乗り越え、グループ理念に基づき、全て
のステークホルダーに対する責任を果たしてまいり
ます。

本年上半期は、グループ理念“Asahi Group 
Philosophy”や「中期経営方針」に基づき、各事
業の主力ブランドの価値向上や新たな価値提案な

2020年度上半期の総括

代表取締役社長 兼 CEO
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どを強化しました。
酒類事業では、『アサヒスーパードライ』の新ブ

ランドメッセージに基づくビール飲用価値の再発見
と特別な飲用体験を提供し、新たなデジタル施策
にも取り組みました。また、『アサヒ ザ・リッチ』
での広告・販売促進活動に加え、洋酒やRTD※な
どのビール類以外においても主力ブランドのリ
ニューアルなどを通し、新たな価値提案の強化に取
り組みました。

飲料事業では、『三ツ矢』、『ウィルキンソン』の
ブランド強化に加えて、『カルピス』ブランドから
豆乳を発酵した植物生まれの『GREEN CALPIS』
を発売するなど、市場の活性化を図りました。

食品事業では、『ミンティア』のユーザー層の拡
大や、『うちのおみそ汁』シリーズから健康志向の
高まりに対応した新商品を発売するなど、展開領
域の拡大に取り組みました。

国際事業では、欧州において、『Pilsner Urquell』
を中心としたプレミアムブランドの強化や、オンラ
インを活用したイベントの開催などにより、各国に
おける主力ブランドの価値向上を推進しました。ま
た、オセアニアにおいては、プレミアムビールを中
心にブランド価値の訴求を強化したほか、６月には

「Anheuser-Busch InBev SA/NV」が保有して
いた豪州のビール・サイダー事業（以下「CUB事
業」）の取得手続きが完了し、シナジー創出に向け

た統合プロジェクトがスタートしました。
しかしながら、世界各国における新型コロナウイ

ルスの感染拡大に伴いビール類の消費が縮小した
ことなどにより、上半期の売上収益は、8,742億円

（前年同期比11.1％減）となりました。
また、事業利益についても、減収の影響に加え

て、飲食店向けの売上減少に伴うミックス悪化な
どにより、526億円（41.3％減）となり、親会社
の所有者に帰属する四半期利益は、301億円（同
50.9％減）となりました。

こうした上半期の総括を受け、下半期は様々な
価格帯に対応した重点ブランドの見直しや家庭用
向け販売の強化など、ローカルの変化に応じた柔
軟なマーケティング戦略に取り組みます。また、固
定費の効率化など収益構造改革の加速に加えて、
最適な資金調達計画や安定的な増配による株主還
元を実行していきます。

こうした取組みにより、2020年の売上収益は、
新型コロナウイルスのマイナス影響の緩和やCUB
事業の6月以降の連結効果を織り込み、売上収益
では2兆70億円（前年同期比3.9％減）、事業利益
は1,470億円（同31.0%減）、親会社の所有者に

2020年度通期の見通し

帰属する当期利益は800億円（同43.7％減）を目
指していきます。

新型コロナウイルスの感染が拡大した3月以降、
各地域によって影響は異なるものの、外出自粛や
ロックダウンなどにより、飲食店向け販売を中心に
売上が減少しました。その後は4月をボトムとし、 
5月以降は各国の規制緩和などを受け、回復傾向
にはありますが、未だに厳しい状況が続いてい 
ます。

今期の年間計画については、第2波などによる
再度の大規模な社会的制限までは想定していない
ため、状況の変化により業績の見通しが変わる 
場合には、改めて皆様に開示していきたいと思い 
ます。

今後のコロナ禍への対応方針としては、4月に「新
型コロナウイルスに対する対応方針」を公表し、各
ステークホルダーに対する責任を果たすとともに、
3つのフェーズに分けて対策の重点化を図っていま
す。現在は、感染拡大期からリカバリー期に移行し
ていますが、今後のニュー・ノーマルにおいては、
社会全体の構造変化を見極め、迅速に対応してい
くことが、事業全体の回復力を左右するものと考え
ています。

新型コロナウイルスの影響について

※ RTD ： 「Ready To Drink」の略。購入後、そのまま飲用可能な缶チューハイなどを
指します。
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トップメッセージ

私は、ニュー・ノーマルを見据えた経営改革で
は、回復力、柔軟性、強靭性、サステナビリティの
４つを重視して取り組む必要があると考えています。
当社では、「消費者」「取引先」「社員・社会」の
観点から、経営改革を着実に実行していくことによ
り、アサヒグループの強靭性を高めていきます。

消費者の観点では、既に節約志向によるトレード
ダウンが起きていますが、一方で欧州では家庭内
でのプレミアム化が進んでいるなど、消費構造の２
極化が進展すると思われます。こうした構造変化に
対して、国内・海外においてトレードダウンに対応
した柔軟な資源配分の見直しを図っています。 

今後の経営改革の方向性について 一方、プレミアム消費の回復にしっかりと取り込む
べく、各国の重点プレミアムブランドへの投資やア
ルコールテイスト清涼飲料などを強化し、成長の柱
であるプレミアム戦略の持続性を高めていきます。

取引先の観点では、飲食店向け販売の縮小は継
続する一方で、Eコマースなどオンライン向け販売
が更に拡大していくと見ています。当社としては、
業務用向け販売の回復に向けてお得意先への事業
継続の支援やデジタル対応の強化などに取り組む
一方で、需要の減少に応じた効率化も推進してい
きます。

社員・社会の観点では、従業員の安全確保とそ
れに伴うテレワークの浸透、また営業や生産・物流

に携わる人たちの働き方も多様化しています。更に、
社員や社会への支援などESGを重視する企業価値
評価の視点は、従来にも増して高まってくることが
予想されます。当社は、新たな働き方となる「リモー
トスタイル」の導入など、テレワークを前提とした
デジタルトランスフォーメーションへの投資や、ESG
への取組みもより一層深化させていく方針です。

CUB事業は、豪州No.1シェアのビール会社とし
て、全てのカテゴリーで強いブランドポートフォリオ
を有し、グローバルでもトップクラスの収益性を
誇っています。特に、輸入プレミアムカテゴリーで
は、トップブランドである『Corona』を有しており、
当社が保有するブランドと合わせ、今後は同市場
での圧倒的な優位性を築くことができます。更に、
トップブランドである『Carlton』に加えて、拡大
す る 低 ア ル コ ー ル カ テ ゴ リ ー で も『Great 
Northern』を短期間でNo.1ブランドに育成する
など、高いマーケティング力や商品開発力を備えて
います。

今後は、グループ理念の共有を図るとともに、
短期・中期のシナジー創出の具体化に着手してい
きます。また、ブランドやインフラの統合だけでな
く、CUB事業の優秀な人材やノウハウを融合して

CUB事業における株式取得の目的と概要
➡ブランド・SCM・人材などの強みを発揮することで、フェーズに応じたモメンタムの回復に注力

新型コロナウイルスへの対応方針 : フェーズに応じた対策の重点化

感染拡大期

2020年
１Q 2Q 3Q 4Q 1Q

2021年

各種規制や自粛の継続

● 従業員と家族の安全確保
● 取引先、地域社会への支援
● SCM体制などBCPの実行

● マーケティング戦略の重点化
● �キャッシュフロー、財務健全性確保
（設備投資、固定費の抑制等）

● 強みに集中した戦略遂行
● ニュー・ノーマルへの迅速な対応
● ディスラプションへの挑戦

段階的解除
ソーシャルディスタンスの継続

新たな日常
社会構造変化

リカバリー ニュー・ノーマル
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※ 既存事業の酒税込み売上収益は2,273百万豪ドル（約1722億円）　※ 為替レートは、1豪ドル=75.8円で換算

　既存事業  CUB事業

売上収益（酒税抜き） 1,969百万豪ドル（約1,450億円） 2,257百万豪ドル（約1,710億円）

事業利益 205百万豪ドル（約155億円） 888百万豪ドル（約670億円）

従業員数 約2,300⼈ 約1,700人

CUB事業の主要ブランドオセアニア事業の2019年の概要

Victoria Bitter Carlton Draught Great Northern

いくことで、経営資源の高度化を推進していきま
す。シナジー創出の具体的な取組みとしては、売
上面では、CUB社が有する広範な流通ネットワー
クを活用し、『アサヒスーパードライ』や『Peroni 
Nastro Azzuro』などの輸入プレミアムブランド
の更なる成長を目指します。コスト面では、スケー
ルメリットにより最適生産物流体制の構築や調達力
の強化を図るとともに、ITやシェアドサービスの 
効率化などにより、シナジーの創出を目指していき
ます。

新型コロナウイルスの感染拡大により、業績は
短期的には落ち込むことになりますが、ニュー・ノー
マルな社会は我々に新たな成長の芽をもたらしてく

株主の皆様へのメッセージ 

れると考えています。なぜなら、アサヒグループに
はグローバルとローカルで愛されてきたブランドが
あり、また、こうした危機においても最高の品質で
生産する技術を持ち、そして何より、一丸となって
グループ理念の実現を目指す社員がいるからです。
全世界のグループ社員が想いを一つとし、全ての
ステークホルダーの皆様との強固な共創関係を構
築していくことにより、この苦境は必ず乗り越えら
れると確信しています。

株主の皆様におかれましては、グローバルビジネ
スを積極的に展開し、“グローカルな価値創造経営”
を推進するアサヒグループへのご支援をよろしくお
願い申し上げます。
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最新トレンドを反映し優れたパッケージデザインを生成する
「AIクリエーターシステム」を共同開発

アサヒグループホールディングス（株）とCogent Labs（株）は、最新のトレンドを反映し、これまでに
ない独創的なパッケージデザインを生成する「AIクリエーターシステム」を共同で開発しました。このシ
ステムは、ディープラーニング※を活用することで、AIが優れたデザインに共通する特長を独自に抽出
し、人間では簡単に思いつかないようなアイデアを生み出すことが可能です。飲料食品は、“見た目”が
優れていることが購買を決定づけるケースがあります。商品の特長を端的に表現するだけでなく、持つ
ことでその人の好みやスタイルを表現できるような魅力的なパッケージの商品を生み出すことで、お客
様の購買意欲を刺激し、市場の活性化を目指していきます。
※ �ディープラーニングとは、人間が自然に行う分類、認識、検知、記述など、つまり「理解」や「判断」する能力をコンピュータに学習させる機械学習の手法のひと

つです。

Topics&News

アサヒビール（株）がパナソニック（株）と共同開発した世界初※2のエコカップ『森のタンブラー』が世
界的に権威あるデザイン賞「iFデザインアワード2020」を受賞しました。『森のタンブラー』は、使い捨て
プラスチックカップ削減のために“マイカップ”としての使用を提案しているビアカップであり、イベント等
で繰り返し使用するだけでなく、家庭でも食器として使用していくことで、プラスチックゴミを発生させな
い考え方を啓発しています。優れたデザイン性でありながら、“使い捨て”という消費行動を変革していく
ことを目的とした取り組みをパナソニック（株）と共に推進し、CO2排出量増加による気候危機や使い捨
てプラスチックによる海洋汚染などの社会課題を解決し、持続可能な世界の実現を目指します。

「森のタンブラー」が世界的デザイン賞
「iFデザインアワード2020」※1を受賞

※1 「iFデザインアワード」は、ドイツ・ハノーバーに本拠地をおくインターナショナルフォーラムデザインが主催するデザイン賞で、優れたデザインの証として世界で最
も認知されているデザインアワードです。

※2 当社調べ

2020

3月

2020.3~2020.6ニュース & トピックス
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アサヒグループホールディングス（株）傘下で、イタリアでのビール
製造を担うBirra Peroni社は、2020年6月上旬より同社のローマ工場

（所在：イタリア・ラツィオ州）において『アサヒスーパードライ』（缶容器・
瓶容器）の生産を開始し、欧州各国に順次出荷しています。現在アサヒ
グループは、「アサヒスーパードライ」の樽容器・瓶容器商品をBirra 
Peroni社のパドヴァ工場（所在：イタリア・ヴェネト州）で製造し、英国・
イタリア・フランスなど欧州各国向けに販売しています。本件を通し
て、当社の主要事業エリアである欧州で展開される「アサヒスーパード
ライ」全てを現地で製造することになります。アサヒグループは、「アサヒスーパードライ」をグローバルプレミアムブランド
と位置づけ、統一されたブランド世界観のもと、世界各国どこでも等しく高品質な状態でお客様に提供することを目指
し、取り組みの強化を図っています。

アサヒグループホールディングス（株）は、持続可能な水資源利用100％（ウォーターニュートラル）を実現する一
環として、社有林「アサヒの森」を管理する「アサヒの森環境保全事務所」の森林管理面積を2,165haから
2,173haへと拡大すべく、林野庁近畿中国森林管理局と分収造林契約※を締結しました。アサヒグループは、今
後もさらなる工場での水使用量削減や、森林管理面積を拡大し持続可能な森林経営に取組むことで、「アサヒグ
ループ環境ビジョン2050」に掲げた「持続可能な資源利用100％を目指す（農産物原料、容器包装、水）」目標を
達成していく計画です。

「アサヒの森環境保全事務所」の森林管理面積を拡大

※ �国有林における分収造林契約とは、国以外の者（造林者）が契約により、国有林に木を植えて一定期間育て、成林後に分収木を販売し、その収益（販売代金等）を国と造林
者とであらかじめ契約した一定の割合で分収する制度です。

『アサヒスーパードライ』
イタリア・ローマ工場での現地生産開始

2020

6月
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「十六茶」ブランドから、「ストレスを
和らげる」「睡眠の質を高める(起
床時の疲労感を軽減)」が報告さ
れているテアニンを配合した機能
性表示食品を発売します。 
注目が高まるストレス・睡
眠ニーズの新たな需要
を掘り起こします。

アサヒ飲料（株） マーケティング二部
荒川 浩一

※ �本品には、Ｌ－テアニンが含まれます。L-テアニンには、一過性の作業に伴うストレス
を和らげるとともに、睡眠の質を高める（起床時の疲労感を軽減する）ことが報告され
ています。

缶350ml、缶500ml／オープン価格
発売日 2020年3月17日

新ジャンル

アサヒ ザ・リッチ
POINT

高級感や贅沢感が凄いと高評価

飲用満足度が
非常に高い

「ライバルは、プレミアム。」な
新ジャンルが大好評

新商品紹介

A L C O H O L I C  B E V E R A G E S酒 類 事 業 S O F T  D R I N K S飲 料 事 業

「ストレスを和らげる」「睡眠の質を高める 
（起床時の疲労感を軽減）」２つの機能

“日中の飲用が、良質な睡眠にまでつながる”
新しい価値を提案

「十六茶」に健康機能価値を付与した
「十六茶プラス」シリーズ

3月発売の本商品は、「プレミアムビールの
うまさを目指した新ジャンル」として実感・納
得いただけたことで大好評をいただいてい
ます。5月に販売目標を当初計画比の2倍と
なる800万箱に上方修正し、8月には500
万箱を突破。好調を継続しています。

※ 「Ready to Drink」の略。購入後、そのまま飲用可能な缶チュー
ハイなどを指します。

PET500ml／希望小売価格 140円　
発売日 2020年9月8日

「十六茶プラス」　
やすらぎブレンド

（機能性表示食品）

アサヒビール（株） ビールマーケティング部
岡村 知明

担当者からのひとこと

担当者からのひとこと

清涼飲料水

POINT

アサヒ
贅沢搾りプラス
ベリーミックスヨーグルトテイスト／
柑橘ミックスヨーグルトテイスト
缶350ml／希望小売価格 141円
発売日 2020年9月15日

ＲＴＤ※

果実にヨーグルトを添えた
ような新しい味わいが楽し
める商品

圧倒的果実感が楽しめる
「贅沢搾り」ブランドから期
間限定品が待望の通年化！

POINT

NEW
新商品

NEW
新商品
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PET500ml／希望小売価格 140円
発売日 2020年8月4日

炭酸飲料

「三ツ矢」特濃
グレープフルーツ
スカッシュ

甘酸っぱい厳選グレープフルーツ 
果汁を１５％使用。

果実オイルを加えることで、果実を 
まるかじりしたような濃厚な味わい。

ご好評いただいている 
特濃シリーズ第二弾。
濃くておいしい特濃の 
グレープフルーツスカッシュ。

S O F T  D R I N K S F O O D食 品 事 業

※ �当社「いつものおみそ汁 ほうれん草」と比べ1食分当たり食塩相当量25%カット

POINT 1食／希望小売価格 100円　
発売日 2020年8月31日

フリーズドライ食品

いつものおみそ汁
小松菜／里いも
減塩いつものおみそ汁
ほうれん草※

具材にあわせた 
最も相性の良いみそとだし

お湯を注ぐだけで 
手軽に楽しめます！

風味や食感に 
優れた具材を使用

POINT

NEW
新商品

NEW
新商品

今年、牛乳屋さんは30周年目を迎えるブランドです。ミルク感と
甘さはそのままに、珈琲や紅茶の香りをさらに豊かにしてすっ
きり飲みやすくなりパッケージも大きくリニューアルいたしま
した。疲れた時の気分転換としてぜひお試しください。

アサヒグループ食品（株） ベビー&ヘルスケア マーケティング部
中澤 里紗

大袋／オープン価格（想定売価 550円（税抜））
箱／オープン価格（想定売価 250円（税抜））
発売日 2020年9月7日

粉末飲料

牛乳屋さんシリーズ
牛乳屋さんの珈琲／牛乳屋さんのロイヤルミルクティー／
牛乳屋さんのカフェインレス珈琲／ 
牛乳屋さんのカフェインレスミルクティー

担当者からのひとこと

たっぷりミルク感と
甘さのコク深い粉末飲料

お湯でさっと溶け、水でも溶ける！

牛乳屋さんシリーズは30周年目

POINT

NEW
新商品

10アサヒスーパーレポート 2020年秋号



10,000

20,000

30,000

40,000
（億円）

0
2018年度末 （年度）2019年度末 2020年2Q末

7,145

30,793

23,647

7,351
31,407

24,056
非流動資産

流動資産7,113
42,569

35,456

（億円）

△1,000

1,000

0

2,000
※ 括弧内は対前年同期比

換算差額
7

（＋18）

現金及び
現金同等物の
四半期末残高
1,011
（＋526）

現金及び
現金同等物の
期首残高
483
（△88）

586
（△312）

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー
△11,988
（△11,428）

財務活動による
キャッシュ・フロー
11,921

（＋12,304）

△12,000

2,000

4,000

8,000

6,000

10,000

12,000
（億円）

0

※ 括弧内は対前年同期比

売上収益
8,742

（△1095）

親会社の
所有者に帰属
する四半期利益
301

（△314 ）

売上原価
△5,577
（+472）

売上総利益
3,165
（△623）

事業利益
526

（△369）

その他の
営業収支
△73
（△62）

営業利益
453

（△431）

金融・持分法
による投資損益
△41
（△31）

法人所得税費用
△110
（+147）

販売費及び
一般管理費
△2,639
（+253）

連結財政状態計算書 （2018年度 2019年度：12月31日現在、2020年度：6月30日現在）

資産合計 負債及び資本合計

連結損益計算書 （2020年1月1日～6月30日） 連結キャッシュ・フロー計算書 （2020年1月1日～6月30日）

10,000

20,000

30,000

40,000
（億円）

0
2018年度末 2019年度末 （年度）2020年2Q末

9,395

9,900

30,793

11,496

10,756

8,168

31,407

12,482 資本

非流動負債

流動負債23,177

7,587

42,569

11,805

連結業績および財務データ

売上収益は、3月以降の新型コロナウイルス感染拡大に伴う消費需要の低迷などにより、全事業において減収となりました。

事業利益は、各国の外出規制による業務用の売上減少やミックス悪化などにより、全事業において減益となりました。

親会社の所有者に帰属する四半期利益は、主にその他の営業収支の悪化（新型コロナウイルス関
連費用など）により、減益となりました。

営業CFは、税引前四半期利益が減少しましたが、資産効率の向上への取組みなどにより、収入とな
りました。

投資CFは、CUB事業の子会社株式取得などにより、支出となりました。

財務CFは、CUB事業買収の資金調達に伴う金融債務の増加などにより、収入となりました。

資産は、CUB事業を新たに連結範囲に含めたことに
よるのれんの増加などにより、増加となりました。

負債は、CUB事業買収に伴って短期借入金を中心
に金融債務が増加したことなどにより、増加となりま
した。

資本は、親会社の所有者に帰属する四半期利益の
計上により利益剰余金は増加したものの、為替相場
の変動によるその他の資本の構成要素の減少など
により、減少となりました。

ポイント

ポイント ポイント
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アサヒグループでは、株主のみなさまとのコミュニケーション・情報提供の場として様々なコンテンツをご用意しております。詳しくはアサヒグループホールディングスＨＰ、または 
グループ各社のＨＰをご確認ください。今後も株主のみなさまとのより良いコミュニケーションの機会づくりに努めてまいります。

当社ホームページに株主・個人投資
家のみなさま向けのページを設けて
おります。当社の概要や株式事務手
続、配当金、優待制度などの情報を、
より見やすく、分かりやすくご覧いた
だける構成・内容となっております。
ぜひご活用ください。

「アサヒスーパードライVR工場見学」は、仮想現実
（VR）技術やコンピュータグラフィックス（CG）技
術を活用して、自宅にいながら工場見学を3D
ビュー映像で体験できます。ここでしか見られな
い設備内部の潜入動画もございます。

アサヒグループホールディングス 株主・個人投資家のみなさま向けページ

▶︎https://www.asahigroup-holdings.com/ir/shareholders_guide/
▶https://www.asahibeer.co.jp/
　park/vr-factorytour/

アサヒスーパードライVR工場見学（期間限定）

株式関連情報の掲載

株主総会当日映像の
配信

※詳しい視聴方法などは特設サイトをご確認ください。

アサヒビール VR工場見学特設サイト

株主のみなさまとのコミュニケーション

コンテンツ 一例

株主様工場見学会の実施見送りについて
アサヒグループの事業内容についてご理解を深めていただくために毎年開催しておりました株主様工場見学会につきましては、新型コロナウイルス感染拡大の影響を踏まえ、
本年の開催は見送りとさせていただきます。株主のみなさまにおかれましては、何卒ご理解賜りますよう、お願い申しあげます。

アサヒグループ　株主・個人投資家のみなさまへ 検 索 アサヒビール　ＶＲ工場見学 検 索

配当金情報株主優待株式の状況

個人投資家向け説明会
動画の配信
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商号 アサヒグループホールディングス株式会社
（Asahi Group Holdings, Ltd.）

本店所在地 〒130-8602 東京都墨田区吾妻橋一丁目23番1号

設立 1949年（昭和24年）9月1日

資本金 1,825億3,119万4,085円

従業員数 約30,800人（連結）

会計監査人 有限責任 あずさ監査法人（東京都新宿区津久戸町1番2号）

持株数（百株） 持株比率（％）
■金融機関 1,899,327 39.3
■外国法人等 1,430,409 29.6
■個人・その他 471,340 9.7
■その他の法人 461,960 9.6
■証券会社 318,067 6.6
■自己名義株式 254,752 5.3

発行済株式の総数 483,585,862株

株主数 120,466名 （前年同期末比17,755名増）

大株主（上位10名） 株主名 持株数（百株） 持株比率（％）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 482,983 10.5
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 203,916 4.5
第一生命保険株式会社 160,000 3.5
ＳＭＢＣ日興証券株式会社 113,864 2.5
富国生命保険相互会社 100,000 2.2
旭化成株式会社 87,853 1.9
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５） 86,619 1.9
株式会社三井住友銀行 80,280 1.8
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口７） 75,154 1.6
三井住友信託銀行株式会社 71,260 1.6

合計 1,461,929 31.9
１．当社は、自己株式254,752百株を保有しておりますが、上記大株主からは除いております。なお、自己株式（254,752百株）には、株式報

酬制度の信託財産として、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社が保有する当社株式357百株は含めておりません。
２．持株比率は発行済株式の総数から自己株式数を控除して計算しております。

■金融機関

■自己名義株式

■外国法人等

■その他の法人

■個人・その他

■証券会社

■500万株以上

■1百株未満
■1百株以上

■100万株以上

■10万株以上

■1万株以上
■1千株以上

持株数（百株） 持株比率（％）
■500万株以上 2,131,169 44.1
■100万株以上 1,306,886 27.0
■10万株以上 767,733 15.9
■1万株以上 206,066 4.3
■1千株以上 269,104 5.6
■1百株以上 151,945 3.1
■1百株未満 2,952 0.1

会社概要

取締役会⻑ 兼 取締役会議⻑ 泉谷 直木

代表取締役社長 兼 CEO 小路 明善

専務取締役 兼 専務執⾏役員 兼 CFO 勝木 敦志

取締役 兼 執行役員 兼 CSCO 辺見 裕

取締役 兼 執行役員 兼 CAO 朴 泰民

取締役 兼 執行役員 兼 CHRO 谷村 圭造

社外取締役（独⽴役員） 小坂 達朗	 新貝 康司
クリスティーナ・アメージャン

常勤監査役 奥田 好秀	 西中 直子

社外監査役（独⽴役員） 斎藤 勝利	 早稲田 祐美子	 川上 豊

常務執行役員 北川 亮一	 加賀美 昇

執行役員

福田 行孝	 神田 智正	 佐見 学
知久 龍人	 河野 一馬	 﨑田 薫
田中 晃	 秋葉 哲	 爲定 一智
野村 和彦	 坂野 俊次郎	 石坂 修
ウエイン・アンガス	 伊藤 義訓
加賀屋 睦	 秋田 達志

役員

株式の状況

所有者別株式分布 所有株式数別株式分布

会社概要 （2020年6月30日現在）
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中間配当金のお支払いについて
第97期中間配当金は、2020年８月５日開催の取締役会の決議

により１株当たり53円に決定されました。同封の「配当金領収証」
により、お近くのゆうちょ銀行全国本支店及び出張所並びに郵便局

（銀行代理業者）にて、払渡しの期間内（2020年９月１日（火）から
2020年10月２日（金）まで）にお受け取り願います。

また、銀行預金口座等振込ご指定の方は、ご指定口座への入
金をご確認くださいますようお願い申しあげます。株式数比例配
分方式を選択されている場合は、お取引の口座管理機関（証券会
社）にお問い合わせください。

なお、同封いたしております「配当金計算書」は、配当金をお受
け取りになった後の配当金額のご確認や、確定申告を行う際の添
付書類としてご利用いただけます。株式数比例配分方式を選択さ
れている場合は、お取引の口座管理機関（証券会社）にお問い合わ
せください。

❶ 証券会社の口座に記録された株式
お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先

⃝単元未満株式の買取・買増請求
⃝届出住所・姓名などのご変更
⃝配当金の受領方法・振込先のご変更
⃝マイナンバーに関するお届出・お問い合わせ

口座を開設されている証券会社

⃝郵送物の発送と返戻に関するご照会
⃝支払期間経過後の配当金に関するご照会
⃝株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

❷ 特別口座に記録された株式
お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先

⃝単元未満株式の買取・買増請求
⃝特別口座から証券口座への振替請求
⃝届出住所・姓名などのご変更
⃝配当金の受領方法・振込先のご変更
⃝マイナンバーに関するお届出・お問い合わせ

特別口座の 
口座管理機関

三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

⃝郵送物の発送と返戻に関するご照会
⃝支払期間経過後の配当金に関するご照会
⃝株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株主名簿管理人

事業年度 1月1日から12月31日まで
定時株主総会 3月（基準日12月31日）
期末配当金支払株主確定日 12月31日
中間配当金支払株主確定日 6月30日
単元株式数 100株
株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

公告の方法
電子公告により行います。ただし、事故その他やむを得ない理由によって電子公告
によることができない場合は、日本経済新聞に掲載する方法により行います。
https://www.asahigroup-holdings.com/ir/e_public/

上場金融商品取引所 東京証券取引所

株式に関するお手続は、
❶証券会社の口座に記録されている場合と、
❷特別口座に記録されている場合で、
右記のとおり異なりますので、該当の窓口に
お問い合わせください。

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
郵便物の送付先

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
電話照会先

　　0120-782-031 オペレーター対応
（9：00～17：00 土・日・祝日を除く）
ホームページ
https://www.smtb.jp/personal/agency/

アサヒグループホールディングス株式会社
Legal 株主様係
TEL 03-5608-5113
E-mail kabushiki@asahigroup-holdings.com

株式に関するその他のお問い合わせ窓口

株式に関するお手続について

市区町村から通知されたマイナンバーは、株式
の税務関係のお手続で必要となります。

株式関係事務におけるマイナンバーの利用目的
法令に定められたとおり、支払調書に株主様のマイナ
ンバーを記載し、税務署に提出いたします。このため、
株主様からお取引のある証券会社等へ、以下のとお
りマイナンバーを届出いただく必要がございます。

証券会社の口座で株式を管理されている株主様
お取引の証券会社までお問い合わせください。

証券会社とのお取引がない株主様
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部までお問い
合わせください。

マイナンバー制度に関するお手続きについて

株主メモ
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〈免責事項〉 本誌のいかなる情報も、当社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。また、本誌に記載された意見や予測などは、
本誌作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性を保証するものではなく、今後、予告なしに変更されることがあります。万が一この情
報にもとづいて被ったいかなる損害についても、当社および情報提供者は一切責任を負いませんので、ご承知おきください。https://www.asahigroup-holdings.com/

株主ひろば
IR Information

統合報告書2019のご紹介
「統合報告書2019」は、グループ理念“Asahi Group Philosophy”のビジョンに掲げている“グロー
カルな価値創造経営”の更なる深化を目指した戦略ストーリーについて、財務情報と非財務情報を体系
的にまとめたコミュニケーションツールとして作成しました。特に非財務情報による開示の重要性が高
まる中、経営戦略はもちろん、人材活用やリスクマネジメントに関する情報も充実した内容になってい
ます。
株主や投資家の皆様をはじめとした幅広い読者の皆様に、当社についてのご理解を深めていただける
よう、今後も内容の一層の充実に努めていきます。

IRカレンダー
決算発表

定時株主総会 期末配当金支払開始

第2四半期決算発表

中間配当金支払開始

第1四半期決算発表

2月1月 9月3月 4月 5月 6月 7月 8月 10月 11月 12月

第3四半期決算発表

冊子をご希望の方は、下記のURLまたは右記のQRコードから当社ホーム
ページの資料請求画面にアクセスいただき、ご請求ください。

https://www.asahibeer.co.jp/web-service/asahig-hd/ir/
contact_ir/form.wsp.html?CMD=onForm

より詳細な情報については、下記のURLまたは右記のQRコードよりアクセ
スいただきダウンロードしていただけます。

https://www.asahigroup-holdings.com/ir/library/annual.html

株主優待寄附実績の
ご報告

「アサヒグループ環境基金『水の
惑星』へのご参加」と「東日本大震
災復興支援活動への寄附」に多くの
株主様からご賛同をいただきました。 
皆様方のご協力に対して、厚く御礼申しあげます。

ご寄附の総額
約189万円

アサヒグループ環境基
金「水の惑星」

公益社団法人国土緑化推進機構の
「緑の募金」へ279名様分

東日本大震災
復興支援活動への寄附

「東日本大震災現地NPO応援基金」へ
832名様分


